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新しい八潮を
創る市民の会 連 絡 先 皆様のご意見、ご要望等をぜひお聞かせください。

■昭和32年6月5日 八潮市八潮生まれ ■八潮町立第三小学
校（現・八潮市立八幡小学校）～草加市立高砂小、私立早稲田
中学・早稲田高校を経て、成蹊大学工学部卒。 ■サラリーマ
ンの後、昭和61年から国会議員秘書経験12年。 ■平成9年
八潮に戻り、家業の農業を継ぐ。 ■平成12年、埼玉県議会議
員初当選。（連続4期） ■企画財政委員会委員、緊急経済対策
特別委員会委員、八潮市体育協会会長等を歴任。 ■平成25
年13年間務めた県議を辞し、八潮市の再生・発展を目指す市

民中心のグループ「新しい八潮を創る市民の会」政策委員長。
■平成25年9月、第13代八潮市長に就任（現在3期目）。

　ＴＸ（つくばエクスプレス）が開業し、
八潮駅が誕生して今年で２０周年を迎え
ました。その間、駅周辺の区画整理事業
や治水事業、住居系のインフラ整備にも
注力した結果、市外からも人々が集まって
きて、八潮市は県内でも指折りの人口増
となっています。２０２５年の４月現在で
八潮市の人口は、９万４,０００人近くにな
りました。高齢者も増えていますが、若い
方々の流入が多いため、高齢化率が下が
っているという、他の多くの都市と比較し
て、八潮市は珍しいまちになっています。
　若い方々が入ってくるということは、子
育て世代もいるため、保育所、幼稚園、
小児医療という今まで以上の行政サービ
スが必要になってきます。
　これまで少子化対策として入院・通院
医療費の１８歳まで無料化（令和６年４
月開始決定）やこども家庭庁の発足と同

時に、八潮市も『こどもまんなか宣言』を
行い、「子どもも親も輝けるまち・やしお」
を目指しての取組を進めてきました。

　今後も保育園・幼稚園、認可保育所な
どを拡充し、乳幼児医療の充実を含め、
子育て支援を利用しやすく、補助を充実
するといった取組を進め、地域で子ども
たちを見守り、育てていくための全体的
な計画をつくり、推進してまいります。

　今後、教育面での次の目標は義務教育
のレベルアップです。これはカリキュラム
の充実、個性ある教育の推進など、市独
自の先生の加配も含めて、総合的に進め
て行きます。語学教育やスポーツなど特
色を持つ場合に、それがすべて同じひと
つの学校でできるかというと無理がある
でしょう。そこは子どもたちの個性と特
性によって、選択できるようにして、スポ
ーツで伸ばしたい学校は地域のクラブス
ポーツや民間企業と協力してやる、勉強
をもっとやりたいというお子さんにはハイ

レベルな授業を提供する、語学に特化し
たいとしたら、そのようなスタッフとカリ
キュラムを充実させるなど、特色ある教育
を選択できる環境を整備します。
　また、子育て世代は働き世代でもある
わけですから、次のテーマが、子どもの
小学校入学を機に、共働き家庭や一人親
家庭で仕事と子育ての両立が困難になる
という、いわゆる「小１の壁」問題の解消
です。放課後子ども教室、学童保育の拡
充を含め、今後、さらに対策を強化させ
てまいります。これからも子育て家庭に

　２０２０年１月、新型コロナの感染が確認
されて以来、日本全国でその対策に注力
した結果、様々なところで、計画の遅れや

中止が起こりました。コロナ禍が終わりつ
つあって、八潮市でもそれらを取り戻すた
め、一斉に進めていた矢先に、本年１月に

八潮市内の県道における道路陥没事故
が発生し、現在、並行して、その対応を全
力で進めています。

　１月２８日、１０時頃、埼玉県が管理する県道松戸草加線の八
潮市中央一丁目交差点で、老朽化した中川流域下水道管の破
損に起因する道路陥没事故が発生しました。大山しのぶ市長は、
事故直後から道路管理者である埼玉県に迅速な対応を要請し、
市、草加八潮消防局、警察、自衛隊とも連携して市民の皆様の
避難、ライフラインの復旧、行方不明となった運転手の方の救
助作業を進めました。
　大山しのぶ市長は今回の事故について次のようにコメントし
ています。「県道陥没事故の被害に遭われた方々に衷心よりお見
舞い申し上げます。また、市民の皆様におかれましても、避難
や道路の通行止め、ライフラインの一時停止、制限等、市民生
活の様々な面において多大なご不便とご迷惑をおかけしており
ます。皆様方にはこれまでのご理解とご協力を頂き深く感謝申
し上げます。現在、国土交通省、国土技術政策総合研究所、関
東地方整備局をはじめ、埼玉県やライフラインを整備する関係
機関、工事関係者の皆様と協力し、一日も早い復旧、復興に努
めてまいります。今後も市民の皆様が安定した日常生活を取り
戻すことができるよう引き続き全力で取り組んでまいります。」
引き続き、大山しのぶ市長は県道道路陥没事故の対応に精力
的に取り組んでまいります。

＜今後の対応について＞

■ライフラインの復旧
①県道の陥没事故により八潮市の水道の基幹管路２系統のち、
１系が給水停止、応急復旧しており、現在、
仮復旧で２系のみで給水しております。
また、草加警察の協力のもと、幹線道路
の通行止め、迂回道路の整備、子どもた
ちの通学路の安全確保をしております。
②八潮市の下水道基幹管路２本は、国・県
の協力のもと現在は通常ルートで運用し
ております。

③大正第一雨水幹線は、陥没事故により崩落。その後、仮設ポ
ンプの応急措置により仮排水施設の整備をし、現在仮復旧して
います。
④今年度、市で管理している下水道の汚水幹線が埋設されてい
る道路約１４kmの調査を実施してまいります。

■補償
八潮市（市独自で利子補給）：補償に関して、埼玉県は第三者機
関による原因究明の結果を待たなければ、具体的に動きにくい
というのが当時の状況でした。そこで、大山しのぶ市長は、被
害に遭われた方々が一日も早く通常生活に戻るため、つなぎ融
資を受けた際の金利を市が補助することを決定しました。（詳
細は市にご確認ください）
埼玉県：県道道路陥没事故の現場周辺住民や事業者の皆様に
対する補償について対象の方々に対して、①補償案及び今後の
手続きについて②今後の復旧工事について、８月２２日から２４
日までの３日間、県が説明会を開くとのことです。（詳細は埼玉
県にご確認ください）

■再発防止
市は汚水幹線の緊急点検や道路の空洞調査に着手しています。
大山しのぶ市長は、この経験を国などに積極的に情報提供し、
国や県にインフラの老朽化対策に取り組む必要性を訴えていき
ます。 （8月18日記）

経験と実績を
政策の実現に活かします
大山しのぶ政策委員長（八潮市長）に政策をインタビュー

安全 安心 未来のために！・ ・

義務教育のレベルアップ、「小１の壁」の解消、
安全でおいしい給食の提供など、教育への取組を加速。

住みやすさナンバー１（ワン）のまちへ

子育て世代が多く住むまちとしてのニーズに応え、
さらに子育て支援、小児医療などの充実を図る！

県道松戸草加線の道路陥没事故について（続報）
八潮市独自の補償（利子補給）を決定。県の補償も動き出す。

大山しのぶ
政策委員長
（第13～15代八潮市長）

Xinstagram公式HP▶大山市政の
これまでの実績と
これからの政策は
大山しのぶ公式
HPにて公開中

大野・埼玉県知事に迅速な対応を要望八潮市道路陥没事故調査等特別委員会視察後、
委員長・宇田川県議と記者会見
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対して、できる限り負担が少なくなるような
子育て政策を進めてまいります。
　給食については二度と食中毒を起こさな

いよう、衛生管理、食材管理の徹底と安全
でおいしい給食の提供へ向けて取り組んで
まいります。現在、学校給食審議会から整備

方法についてセンター方式で１施設２レーン
という答申をいただきました。今後は、建設
用地取得、基本設計、実施設計に進みます。

　暮らしの安全・安心を担保することは、都
市の最も基本的な条件です。八潮市は低地
にあるため、これまでも防災治水対策に力
を入れてきました。近年は地球温暖化の影
響もあり、ゲリラ豪雨や台風などの被害が
増えています。今年３月には中川・綾瀬川緊
急流域治水プロジェクトを策定し、計画的
に浸水対策を進めていきます。さらには人
口が増える中で、地域の特性に応じた「地
区防災計画」の作成を支援し、担い手であ
る自主防災組織との連携を強化し、活動の
促進を図ってまいります。また、自主防犯
組織の育成とともに防犯灯などの整備を促
進し、犯罪抑止力の強化、治安・防犯対策
や交通安全対策などを進めます。
　また、消防署の分署新設も早期整備に向

けて取り組んでまいります。地域の安心、
安全がまたひとつ具体的なかたちとなりま
す。
　今回の県道の道路陥没事故は、インフラ
管理が国、県、市と分かれることによる対応
の難しさを浮き彫りにし、連携の重要性を
明らかにしました。八潮市としては今回の事
故を教訓に老朽インフラの監視体制の強化
を国、県に積極的に訴えていきます。被害
にあわれた方々への補償はもちろんのこと、
具体的には点検サイクルの短縮、点検方法
の高度化など再発防止を進めていきます。
　県内３位の製造業事業所数を誇る八潮
には産業政策も重要です。地域の企業の

活動を支えるために商工会や金融機関など
と協力しながらサポートし、産学協同を行
政として後押するなど、様々なマッチングを
進めることも市として積極的に考えていま
す。中小企業支援や事業承継の取り組み、
八潮独自の視点を加えた八潮のブランド認
定を充実し、『八潮には素晴らしい商品・企
業がある』と内外に発信し、地元産業の活
性化を強力に行ってまいります。
　八潮は今、新しい農地計画を策定してい
ます。八潮には素晴らしい技術を持った生
産者がたくさんいます。お互いの技術を発
揮できる生産・流通・販売の場をつくるため、
市としても農業を積極的にサポートしてまい
ります。また、農地は、まちの潤いや防災
の空間としての機能も持っています。そのよ
うな観点からの整備も進めてまいります。

　高齢者・ご年配の方の健康寿命の延進が
テーマです。これまでもフレイルサポーター
を県内で初めて導入し、「ハッピーこまちゃ
ん健康ポイント」など健康づくりに活かす
独自施策も進めてきました。これからもお
年寄りの方々には地域包括支援センターを

活用いただくとともに、お年寄りの居場所づ
くり、健康づくり、交流の場等を整備して、
高齢者が生きがいを持って生活ができるよ
うな施策を進めていきます。
　また、八潮市は将来、コンパクトシティを
目指すべきと私は考えています。これはお

年寄りが暮らしやすいまちにもつながります。
公共交通機関や徒歩で移動できる範囲に
生活に必要な施設を効率的に整備し、自家
用車への依存度を低減しつつ高齢者の移
動の支援を行います。また、インフラ維持
にかかるコストを軽減し環境への負荷を減
らすことは、持続可能なまちづくりにつなが
ります。市内公共交通網もこのような意識
のもとで、「MaaS：次世代交通サービス」
の導入や、市役所・北部地区へのバス路線
のハブ機能新設を進め、より効率的で利便
性の高い市内交通網をつくってまいります。
　さらには、職住近接を目指して、企業誘
致にも力を入れていくつもりです。また、誰
もが遊べるユニバーサルデザインの公園を
開園しましたが、今後も特色ある公園を各
地域に計画的に整備し、「中川やしおフラワ
ーパーク」や「水辺の楽校」などと組み合わ
せ、市民の憩いの場づくりにつなげていき
ます。
　視野を広げれば、八潮市は東埼玉道路
の起点という地の利を活かすことで、さらな
る可能性が広がります。昨年２月には『埼
玉県東部地域道路交通研究会』が設立さ
れ、私が会長に就任しました。これは東埼
玉道路の沿線・隣接する八潮市、草加市、
三郷市、越谷市、吉川市、松伏町、春日部
市で構成し、災害、渋滞対策、まちづくりな
どへの施策提言が目的です。まちは定住人

口を増やすだけではなくて、交流人口を呼
び込むことで活力が高まります。八潮市と
してこのような広域連携を進めることが次
の発展につながります。ここでもしっかりと
したリーダーシップを発揮してまいります。
　外環道のPAとスマートICの整備も動き出
しています。渋滞対策として新交通システ
ムBRT（バス高速輸送システム）等を導入し、
東埼玉道路の高規格道路の下に、専用道
路を整備し、八潮～レイクタウン～春日部な
どへ向かう計画で渋滞対策とパーク＆ライ
ドが同時可能になります。レイクタウンと八
潮の「道の駅」がつながり広域的な新たな人

の流れの創出が期待されます。併せて災害
発生時には、高速道路を使って八潮PAや
「道の駅」に物資を入れることで、防災拠点
としての機能を持たせることができます。
　これからの重要事項として、地下鉄８号線
（東京メトロ有楽町線）の延伸があります。
これが実現すれば、八潮市には東西のTXと
南北の地下鉄８号線という鉄道、スマートIC
による道路という２つの交通網を持つこと
になり、東京都と隣接する「都県境」にある
という利点、八潮市のハブとしての重要度は
高まり、市の魅力・活力が大きく花開きます。
しっかりと国に働きかけていきます。

　まちづくりの原点は人です。「まちづくりは
行政がやる」という一方通行だと、うまくい
きません。「みんなで協力しよう」「自分たち
で率先してまちをよくしよう」という気持ち
を持っていただけると八潮はもっと良くなり
ます。そのために一緒に考え、共に動く、
それが私が当初から申し上げていた「共生」
と「協働」のまちづくりです。
　市民の皆様、お一人おひとりが、八潮を
愛し、八潮を良くしていこう、八潮のために
何かしていこうと思っていただけること、そ
して、同時に八潮に
住むことのシビック
プライドを持ってい
ただけること、それ
こそが「住みやすさ
ナンバー１（ワン）
のまち」なのです。
皆様とともに「ここ
で育ってよかった」

「ここで暮らしてよかった」「これらも住み続
けたい」と思っていただけるような「住みや
すさナンバー１（ワン）のまち」をつくるため、
私はこれからも全力を尽くしてまいります。

「新しい八潮を創る市民の会」へのご意見や政策要望は大山委員長が担当します。
皆様からのご意見をお待ちしています。大山市長に託します！私の想い、みんなの願い。 【順不同】

コロナが落ち着いてから、夜
市や市民祭りなど皆で集まれ
るイベントが再開されるよう
になり、活気を取り戻してきた
ことが嬉しいです。今後も賑
やかなまちであるように願っ
ています。

いつまでも賑わう
八潮であるように

小櫃 陽菜さん

中川やしおフラワーパークの
駐車場と広場が区分けされた
ので、車の往来を気にせず利
用できるようになりました。
八潮は公園の整備が進んでい
ます。自然に親しめる憩いの
空間をさらにお願いします。

公園の整備が
着々と進む八潮市

関　千鶴さん
（飲食店勤務）（大学生）

健康診断の受診や散歩でポイ
ントが貯まる「ハッピーこまち
ゃん健康ポイント」は健康習慣
への良いきっかけになりまし
た。このように楽しみながら健
康づくりができる事業をさら
にお願いいたします。

健康づくりに役立つ
こまちゃんポイント

藤波 光子さん
（主 婦）

48年ぶりに小学校が新設さ
れるほど児童が増えたのです
ね。教育に力を入れている大
山市政のもとで、未来の八潮
を担う子どもたちにさらに素
晴らしい教育ができるよう、期
待しています。

健全な心身を育む
教育を子どもたちに

加藤 順秀さん
（会社経営）

防災関連の設備や訓練の機
会が増えて喜ばしく思います。
防災意識の喚起を強化して、
発災時に誰も取り残さず、避
難時に皆が互助できるような
計画づくりに引き続き注力し
てください。

より一層の備えで
強固な防災計画を

鈴木 俊一さん
（会社経営）

つくばエクスプレスの快速が
利用可能になり、朝には八潮
が始発の便も増えたことで、
通勤や行楽の利便性が向上し
ました。八潮に住みたい人が
さらに増えるような施策をお
願いします。

通勤やレジャー、
さらに便利に！

酒井 伸規さん
（不動産業）

治水、治安…安全・安心への政策を総合的に推進します。
地域産業を支えるために積極的にサポートも

お年寄りが元気で生き生き暮らせるまちを目指し、
健康寿命の延進、交流の場づくりなどを進めます

安全 安心 未来のために！・ ・
大山しのぶ政策委員長（八潮市長）に政策をインタビュー

「住みやすさナンバー１のまち」の実現に全力を尽くす！、
八潮に生まれ、育ち、暮らす、その誇りを感じられるまちに。

八潮市道路陥没事故について宇田川県議と…

お母さんたちとの意見交換


